
令和７年度
池田町における
森林環境譲与税の
主な活用状況等



森林整備事業

■実験林整備事業

町の目指す３区分の森づくりのため、町有林に
て施業方法や成⾧量等を毎年継続して実験・調査
を実施している。
皆伐・再造林施業0.62ha、複層林施業0.24ha

の区域では獣害被害調査や、保育（下刈り等）に
関するコスト分析等を継続的に実施。

皆伐・再造林等実験林施業地

■支障木伐採事業

集落や道路沿いの林沿部にある、景観を阻
害したり電線に触れる支障木を伐採し、景観
形成やライフライン確保を図り、美しく安心
安全な環境整備を実施。

施業前

施業後



人材育成事業

■森林整備にかかる専門家との勉強会

木望の森１００年プロジェクトでは、町が目指す森づくりとして、「優良材の生産・出荷を目
指した『木材生産機能林』」「水源涵養など森林が有する機能を高めるため、針広混交林化を目
指す『多面的機能発揮林』」「奥地にある原生林では、極力手を加えずに見守る『保護保全
林』」の３区分の森づくりの考えている。
この森づくりについて、町において施業等の実験を行う中、専門家を招き、現地研修等を通じ

施業技術などを学び、職員等の知識と経験値向上を図った。

森づくり研修



普及啓発事業
■ホームページ
池田町の森林政策「木望の

森100年プロジェクト」の推進
にあたり専用のHPを開設して
おり、各情報を発信し、普及
啓発を図った。

■ウッドスポーツ事業

池田町発祥のウッドス
ポーツ「ゲッター選手権」
を通じ、町内外の出場者に
新たな木材利用や木の魅力
を体験してもらい、木材活
用の普及啓発を図った。

■ウッドファースト事業
町内在住の満１歳を迎える

幼児に「積み木」を贈呈し、
幼少期から木の温もりに触れ
ることで、木材の良さを伝え
るとともに町産材の利用促進
を図った。

満１歳の幼児に贈呈される
積み木（木コロン）

ゲッター選手権大会の様子



公共施設等の木材利用

二十祭の式典で贈呈された町産杉材で製作された記念品を手にする新成人たち

■節目ギフトとして町産材を活用した木製記念品贈呈

二十歳を迎える池田町の新成人の方へ、木製記念品を贈呈
しており、令和７年度は池田町産杉を活用した ”ふるさとの
温もりを感じる”木の照明(スタンドライト)を製作。
池田町で育った新成人が当たり前に目にしてきた山々の風

景が、我々の生活を支え、恵みをもたらしてくれていること
を伝え、「人も木も、たくさんの人の手によって守られ、育
まれてきたことを改めて知ってほしい」とウッドラボ職員か
ら説明を行い、記念品を贈呈した。
今後も森林資源を活用した木製品を検討し、木材利用の普

及につなげていく。

■池田小学校新１年生へ
学習机セット贈呈事業

池田小学校へ入学する新１
年生へ、６年間利用セットを
贈呈し、できる学習机と椅子
の６年間使うことで木の優し
さ・愛着を伝え、木材や森林
への興味を育む取組みを行っ
た。

新１年生に贈呈された学習机セット



その他関連事業
■木質バイオマス製造施設整備事業
令和9年度より製造開始を計画している木質バイオマスチップ製造について、製造施設や機

器類の規模・規格等を調査及び導入。

導入されたグラップル



森林環境譲与税の決算状況

■これまでの森林環境譲与税の決算状況 単位／千円
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